
f

Wavetable processor

�1



USER MANUAL v4.00 R0 

�2



C O N T E N T S

CONTENTS 3 
INTRODUCTION 5 
SPECIFICATIONS 7 
INSTALLATION 8 
BASIC OPERATIONS 10 
MEMORY 13 
PATCH EDIT 18 
AUX MODES  33 
LOAD WAVETABLES  38 
MACRO CONTROLS 39 
CONFIG MENU 43 
FIRMWARE UPDATE 46

�3



�4



I N T R O D U C T I O N
ウェーブテーブルシンセシスの歴史は、Wolfgang Palm氏が自身の会
社PPGのために初めて開発した1970年代までさかのぼることができ
ます。ウェーブテーブルシンセシスの最初の商業製品の1つが、1981
年に発表されたPPG Waveシンセサイザーでした。 

それ以来、ウェーブテーブル技術を使用した様々なハードウェアとソ
フトウェアのシンセサイザーが開発されました。伝説のPPGから
Access Virus，Serum MassiveとOmnisphereまで，ウェーブテーブル
シンセシスによってシンセサイザーオーディオの世界の幅広い可能性
が開かれたのです。 

Ziqal Dimensionは、最新の高性能CPUを組み込み、最新のウェーブ
テーブルシンセシスアルゴリズムを、今までにないコンパクトなフォー
ムファクターでユーロラックのフォーマットに落とし込みました。 

最高のウェーブテーブルのレゾリューションを実現し、SerumやVital
などの一般的なウェーブテーブルフォーマット基準との互換性を提供
できるDimensionは、大規模なウェーブテーブルのコレクションを利
用できるのです。その高い互換性により、コンピューターソフトウェ
ア環境で作成されたウェーブテーブルを直接ユーロラックのシステム
にインポートすることができます。 

高性能CPUにより、最大24個同時のウェーブテーブル・オシレー
ターの再生が可能です。これらのオシレーターは、アクティブな構
成に応じて、和音、ユニゾン、デュアルオシレーター出力、LFO、あ
るいはフル4ボイスポリフォニーに設定できます。2 次出力は、ステ
レオオーディオ信号の出力に使用しない場合、LFO 出力、2 次オシ
レーター出力、CV、CC、クロックなどを出力する MIDI 変換ユー
ティリティとしても使用することが可能です。 

これだけではありません。Dimension MK3 は、内部 VCA、ADSR、
VCF、ウェーブテーブルのリアルタイム・ワーピングと変換、ノー
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ト・クォンタイザー、多次元ウェーブテーブル・モーフィング、さら
にそれ以外のものも備えています!  

このDimensionガイドでは、ファームウェアバージョン4.0に搭載さ
れた機能の操作方法について説明します。 
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S P E C I F I C AT I O N S

E l e c t r i c a l
Power supply    +12V  ►      100 mA  
     -12V  ►      15 mA 

M e c h a n i c a l
Size     10 HP 
Depth    25 mm 

O u t p u t s
Sampling rate   44.1 kHz 
Bits depth   32-bits 

A u d i o  e n g i n e
Bit depth   32-bits floating point 
Sampling rate   44.1 kHz 

I n p u t s
CV Input range   -3V ▶ 7V
FM Input range   +/- 8 V 
A, B & NAV input range  +/- 8 V 

MIDI / SYNC   Compatible with A, B & C TRS-
MIDI types 

(When MIDI is no activated, MIDI/SYNC input accept GATES/TRIGS) 

M e m o r y  
Internal    ► 128 patches 
    ► 25 wavetables 
    ► User preferences 

External   Micro SD Card 
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I n t e r f a c e
TFT Display   16bit colours TFT  
Rotary encoder   High resolution 
Micro SD Card reader  FAT and FAT32 formats 
compatible 
3 Macro controls A, B & NAV (1 Knob + 1 Attenuator + 1 CV) 
each  

I N S TA L L AT I O N
安全上の理由から、モジュールを取り付ける前に、電源をオフにす
るか、またはケースから電源を取り外してください。モジュールを正
しく動作させるために、システムの電源がシステム全体をサポートす
るのに十分な電力を持っていることを確認します。モジュールをケー
スに接続し、付属の10ピンフラット電源ケーブルを使用して、
Dimensionを電源レール に接続します。システムの電源を入れる前
に、モジュールが正しく接続されていることを再度確認しでください。

システムの電源を入れると、Dimensionモジュールは以下の情報を順
次表示します。 

→ZIQALロゴ 

→ファームウェアのバージョン。FW x.xxx 

→ハードウェアのバージョン。HW x.xxx 

→キャリブレーションの状態 OK 

ファームウェアが最新であることを確認するには、www.ziqal.com/
support、表示されたファームウェアのバージョンをウェブサイトで
公開されている最新バージョンと比較してください。バグフィックス
や新機能を搭載した新しいファームウェアは定期的にリリースされま
す。問題が発生した場合や、今後リリースされるファームウェアの新
機能についてご提案がある場合は、弊社ウェブサイトのお問い合わ
せフォーム（www.ziqal.com/contact）からメッセージを送信してく
ださい。 
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B A S I C  O P E R AT I O N S
メインディスプレイには、以下の項目が表示されます。: 

• アクティブなウェーブテーブル・オシレータの波形 

• 3列のメーター表示がA、B、NAVのそれぞれのコントロール値を
設定します。 

• ルート周波数またはノート

  

メインディスプレイでは、3つのアクションを行うことができます。:  

• エディットメニューに入り、現在のパッチを編集したり、
DIMENSIONを設定したりできます。 

• メモリに保存されたパッチをブラウズする。 

• 現在のパッチを保存する。 

B r o w s e  p a t c h e s
メイン・ディスプレイからエンコーダーを左右に回すだけで、内蔵メ
モリー内のパッチのブラウズを開始できます。 

再生中の不用意なパッチ変更を避けるため、最初のエンコーダーの
動きは無視され、アクティブなパッチ名と情報のみが表示されます。
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パッチをブラウズするときに表示される情報テキストは、上から順
に  

1 - パッチ名  
2 - ウェーブテーブル名 

エンコーダをクリックすると、ブラウジングを終了し、表示されて
いるパッチを選択することができます。 

S a v e  p a t c h e s
パッチを保存するにはメイン画面から以下のように操作してくださ
い。 

1. エンコーダーを長押しして保存確認の画面をポップアップさせま
す。    

2. Confirm または Cancelを選択 

3. 保存先を1 から 128で選択 
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4. クリックして確定 

�12



M E M O RY
. 
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P a t c h
パッチはプリセットとしていつでも呼び出すことができます。
Dimensionは最大128のパッチを保存することができます。各パッチ
は、ウェーブテーブル・プールから1つまたは複数のウェーブテーブル
を使用できます。 

パッチが保存されると、そのピッチチューニングとマクロポテンシ
ョメーターの位置がパッチ内に保存されます。このようにして、パッ
チを呼び出したときには、保存時とまったく同じパッチ構成とサウ
ンドを見つけることができます。パッチをリロードすると、マクロ
やピッチのポテンショメーターは、パッチ内に保存された値にヒッ
トするまでは変更されません（ノブロックの状態）。マクロコント
ロール用のメーターは、ロックされると保存された値が赤色で表示
されます。 

S e s s i o n  
Dimensionの内部メモリ全般をSessionと呼びます。セッションは、
フロントパネルのマイクロSDカードからいつでも保存・読み込みが
可能です。こうすることで、プロジェクトをバックアップしてゼロか
ら新しいプロジェクトを始め、必要なときに前のプロジェクトに戻
るなど柔軟な対応が可能になります。 

セッションは以下の3つのパートに分かれています。 
・パッチ・メモリー  
・ウェーブテーブル・プール 
・コンフィギュレーション 
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PATCH MEMORY

本機は最大128種類のパッチコンフィギュレーションを保存すること
ができ、これらのパッチはいつでも呼び出すことができます。 

パッチ・パラメーターは、変更しても自動的にメモリーに保存され
ることはありません。こうすることで、意図せずにパッチプリセッ
トを上書きしてしまうことを防ぐことができます。  

WAVETABLE POOL

ウェーブテーブル・メモリプールには、最大25個のウェーブテーブル
を保存することができます。メモリー・プールにあるウェーブテーブ
ルは、128個のパッチで自由に使うことができます。 

ただし、メモリープールのウェーブテーブルが別のものに置き換わっ
た場合、そのウェーブテーブルを使用しているすべてのパッチに影響
が出ることに注意してください。 

CONFIGURATION

Configuration parameters (設定パラメータ)はグローバルに設定さ
れ、変更後はモジュール・メモリに自動的に保存されます。設定パラ
メータには、ユーザー設定や出力モード（Stereo、Dual、LFO、
MIDI…）が含まれます。 

S a v e / L o a d  s e s s i o n  
Dimensionのアクティブセッションを保存し、SDカードにDimension
をバックアップすることができます: 

• CONFIGメニューに入り、"Save session "をクリックします。 

• EDITをクリックしてセッションの名前を入力し、SAVEをクリッ
クします。 

• Dimensionは、SDカード上のフォルダ". /Session"にバックアッ
プを保存します 
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過去に保存したセッションを読み込むには、 

• CONFIGメニューに入り、"Load session "をクリックします。 

• SDカード上の利用可能なセッションを一覧から選択する。  

• Dimensionはセッションから128パッチ、25ウェーブテーブル、
コンフィギュレーションを読み込みます。  

Dimensionは128個のプリセットと25個のウェーブテーブルをロード/
セーブする必要があるため、セッションのロードとセーブには1～3
分かかることがあります。 

セッションファイルは、マイクロSDカードのルートディレクトリに
ある「.sessions」というフォルダーに保存されます。外部からセッ
ションファイルを取り込むには、取り込みたい セッションファイル
をこのフォルダーに保存します。  
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M i c r o - S D  C a r d
FILE FORMAT

Dimensionは、ウェーブテーブルシンセシスへの旅を始めるのに便利
なウェーブテーブルのコレクションが入ったMicro-SDカードを同梱し
て出荷されています。ウェーブテーブル・コレクションが増えるにつ
れ、他のMicro-SDカードを使用し、ストレージ機能を拡張したくな
ることでしょう。  

Dimensionと互換性のあるMicro-SDカードは、FATまたはFAT32形式
でフォーマットされている必要があります。以下のアドレスから入手
できるソフトウェア「SDメモリーカードフォーマッター」を使用し
て、正しいフォーマットにフォーマットしてください。 

https://www.sdcard.org/downloads/formatter/ 

Dimensionがサポートする最大メモリーカードサイズは32ギガバイト
です。  1

WAVETABLE STORAGE

ウェーブテーブル・コレクションのファイルやフォルダは、自由に整
理して保存することができます。Dimensionは高速ファイルブラウザ
を搭載しており、ウェーブテーブルコレクションを簡単にブラウズす
ることができます。詳しくは “Load wavetable” の項をご覧くださ
い。 

 FAT32形式でフォーマットすれば、より大容量のカードを使用する1

ことができます。ただし、使用可能なストレージの合計が32GBを超
えることはありません。
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PAT C H  E D I T
この章では、エディットメニューで編集可能なすべてのパッチパラメー
タについて説明します。アスタリスク(*) が付いているパラメータ
は、マクロコントロールに割り当てることができます。. 

N AV I G AT I O N
CLASSIC MORPHING

ナビゲーション・セクションでは、パッチがいくつかのウェーブテー
ブルを通じてどのようにモーフィングするかを編集できます。サイズ
を1に設定すると、従来のウェーブテーブルシンセサイザーのよう
に、1次元でのモーフィングが行われます。選択項目で、プール内の
25個のウェーブテーブルの中から、パッチに使用するものを選択でき
ます。 

この例では、編集中のパッチが「Vowel 
sweep」という名前のウェーブテーブルを
使用しており、ウェーブテーブルのメモリ
スロット1（select = 1）に存在することが
わかります。 

NAVマクロコントロールは、デフォルトでウェーブテーブルモーフィ
ングのポジションに割り当てられています。  

MULTI-DIMENSIONAL MORPHING

下の例のように、サイズ設定が1より大きい値に設定されている場合
は、パッチがウェーブテーブル内の波形間でモーフィングするだけで
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なく、同時に異なるウェーブテーブル間でも追加的な次元でモーフィ
ングすることを意味します。EDITボタンで、パッチがどのウェーブ
テーブル間でモーフィングを行うかを設定し、SIZEパラメータで、
モーフィングに並行して使用するウェーブテーブルの数を設定します。

以下の例では、サイズが4に設定されているので、4つのウェーブテー
ブルが並行して使用されることになります。4つの四角は4つのウェー
ブテーブルを表し、十字は4つのウェーブテーブルの中の正確なモー
フィング位置を視覚化しています。  

 

縦方向のカーソル位置はウェーブテーブル
内の位置を示し、横方向の位置は4種類の
ウェーブテーブル間のモーフィング位置を
示しています。 

  

 

EDITボタンをクリックすると、モーフィ
ングに選択するウェーブテーブルとその
順序を設定・選択することができます。 

スロットのウェーブテーブルを選択するには、目的のスロットを選択
してからクリックし、プールから25個のウェーブテーブルの中から1
つを選択します。スロットの上に表示されている数字は、ウェーブテー
ブルメモリープールの25個のウェーブテーブルが、どのスロットに割
り当てられているかを示しています。 
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デフォルトでは、NAVマクロはウェーブテーブル内の垂直方向の位置
を制御し、Bマクロはウェーブテーブル間の水平方向のモーフィング
位置を制御するように割り当てられています。   
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U n i s o n  

UNISONのEDITメニューには、以下のパラメータがあります。 

  

VOICES

ユニゾンに使用するボイス数を設定します。 

パッチがモノフォニックモードで構成されている場合、このパラメー
タは1（ユニゾンなし）から24ボイスまで設定可能です。 

ポリフォニックモードまたはコードモードの場合は、24ボイスをポ
リフォニーまたはコード内で共有するため、このパラメータは最大6
ボイスに制限されます。 

DETUNE *

ボイス間のデチューン量を設定します。 

0%では、すべてのボイスが同じ周波数にチューニングされ、ユニゾ
ンが存在しないかのように聞こえます。 

100%に設定すると、半分の声部が1オクターブ高く、残りの半分が1
オクターブ低く設定されます。 

50%に設定すると、ヴォイスは+1オクターブと-1オクターブの間で均
一に周波数が拡散されます 

SPREAD *
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Spread は、ユニゾンボイスがステレオフィールド上でどのようにパ
ンニングされるかをコントロールします。0%では、すべてのボイス
がステレオセンターに配置され、均等にバランスされます。100%で
は、偶数ユニゾンのボイスは左に、奇数ユニゾンのボイスは右に出
力されます。ボイスの総数が奇数の場合、センターボイスは常にス
テレオフィールドの中央に残ります。 

スプレッドコントロールは、モジュールがステレオモードで構成さ
れているときのみ表示されます。 

MIX *

Mix ユニゾンのボイスをどのようにミックスするかをコントロールし
ます。 

SYNC

syncがrandomに設定されている場合、ノートイベントが検出される
と、すべてのユニゾンボイスの位相がランダムな位置にリセットされ
ます。 

MIDI が有効な場合は、セレクトチャンネルで MIDI ノートを受信す
るとノートイベントが検出されます。MIDI がアクティブでない場
合、TRIG インプットでトリガーまたはゲートが検出されます。
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F I LT E R

このメニューは、コンフィギュレーションメニューでフィルターが
有効になっている場合のみ利用できます。有効にすると、各ボイス
に直列に1つのステレオフィルターが設定されます。また、フィルタ
のカットオフを内部で制御するための専用ADSRエンベロープも利用
可能になります。フィルターおよびVCAを有効にした場合のアーキテ
クチャの概要については、以下の図を参照してください。 

VCAとVCFをアクティブにすると、Dimensionはたった10HPで完全
なクラシック・アーキテクチャのシンセサイザーとして動作するよ
うになります!  

VCFエディットメニューでは、以下のパラメータが利用可能です。 

フィルターパラメーターを編集しているとき、ディスプレイにはフィ
ルターの現在の周波数特性が表示されます。 

フィルターエンベロープのパラメータを編集すると、
ディスプレイにはエンベロープのレスポンスカーブ
が表示されます。また、実際のエンベロープの振
幅値を表す線が表示されます。.  

 

これはボイス1のエンベロープがアタッ
ク、ボイス2、3、4のフィルターエンベ
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ロープフェーズがリリースの状態で、フィルターエンベロープアタッ
クを編集した例です。 

+

MODE

フィルターモードは以下に設定が可能です。 

• ローパスフィルター 24ポール “LP24” 

• バンドパスフィルター 24 ポール “BP24” 

• ハイパスフィルター 24ポール “LP24” 

CUTOFF*

フィルタのカットオフ周波数をコントロールします 

RESO*

フィルターのレゾナンス量をコントロールします。このパラメーター
を高く設定すると、フィルターが自己発振し、振幅と周波数の高い
音になる可能性があるので、注意してください。 

ENV*

フィルターカットオフまでのエンベロープデプスを調節します。 

A*,  D* ,  S* ,  R*

ADSRエンベロープのアタック、ディケイ、サスティーン、リリースを
コントロールします。 
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V C A
このメニューは、コンフィギュレーション・メニューで VCA が有効
になっている場合のみ利用可能です。 

アクティブにすると、ステレオVCAがすべてのボイス出力と直列に作
成され、Dimensionをフルシンセサイザーボイスとして使用できるよ
うになります。前章のボイス・アーキテクチャの概要を参照してくだ
さい。 

A*,  D* ,  S* ,  R*

ADSRエンベロープのアタック、ディケイ、サスティーン、リリース・
コントロール 
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VOICE ARCHITECTURE OVERVIEW

VCAやFILTERが作動している時の内部Dimensionアーキテクチャの概
要を次の図に示します。 
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WA R P
ここではワープとリアルタイム波形トランスフォーメーションのアル
ゴリズムをコントロールできます。ワーププロセッサーを起動する
と、ウェーブテーブル出力をトランスフォーム、ベンド、ツイスト、
フォールディングすることができます。 

MODE

以下のワープアルゴリズムを適応することが可能です。 

• Bend  
• Squeeze 
• Stretch 
• Rubber 
• Mirror 
• PWM 
• Folding 
• Distort 
• Sync 
• Sync env 
• Bits 

CONTROL*
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ワープアルゴリズムを制御します。選択したワープアルゴリズムに応
じて、ベンド、スクイーズ、ストレッチ、PWM等の量をコントロー
ルできます。 
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Vo i c e s

Dimensionは、最大24個のオシレーターを同時に出力することがで
きます。選択された構成に応じて、これらのオシレーターはユニゾ
ンやコードとして編成することができ、さらにはフルポリフォニッ
クボイスを作成することもできます。 

MAIN MENU > VOICES で希望のボイスモードを選択します。 

MONO MODE

MONO MODEはデフォルトのモードで、ディメンジョン出力を1つの
ボイスにします。このモードでは、24ボイスすべてがユニゾンエン
ジンのために利用可能な状態になります。 

CHORD MODE

コードモードでは、CV入力またはMIDIノート入力に応じた音程で
コードをプログラムすることができます（有効な場合）。このモー
ドでは、CV入力はクオンタイズおよびスケーリングされないので、
CVでモジュールの周波数を制御することにより、美しいグリッサン
ド和音を生成することが可能です。 

コードモードで生成されるコードは最大4音なので、24ボイスは4音
に分割され、6つのオシレーターがユニゾンで使用できます。 

コード・モードでは、以下のコード・タイプが利用可能です。 

• Minor, Major, Augmented, Diminished 7th ,Major 7th.  
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squeezeパラメータは、コードを
デチューンすることができます。
squeeze = 0の場合、コードは修
正されず、正しい音で鳴ります。
Squeezeを100%に設定すると、す
べてのコードのノートがルート音
に絞り込まれます。squeezeパラ
メータを実際に使用する例としては、
「THXディープノートサウンド」を生成することが挙げられます。 
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SCALE MODE

Chordモードでは、cv入力またはMIDIノート入力に応じてスケーリ
ングされるコードをプログラムすることができます。Scalesモード
では、cv入力をクオンタイズして、スケーリングされたコードを出
力します。スケール・モードは、正しく正確なコード進行を生成し
ます。 

スケールモードで生成されるコードは最
大4音なので、1つのユニゾンで使用でき
るオシレータは6です。 

スケール・モードでは、以下のコード・
モードが利用できます。 

• Minor, Major, Dorian, Phrygian, Lydian, Mixolydian, Arabic 

グループパラメータには、次のようなものがあります。 

• Root , Dyad, Triad, 5th, 7th, Tetrad 2

POLY MODE

このモードでは、ポリフォニックシンセサイザーのように4つのボイ
スを独立して使用、制御することができます。MIDIが有効な場合、
Dimensionはポリフォニックシンセサイザーと同じように4つのボイ
スにMIDIノートを順次再生するようにアサインします。 

MIDIがアクティブでない場合は、TRIG入力で正のゲート/トリガー
エッジが検出されるとCV入力がサンプリングされ、サンプリングさ
れた入力CVに従って音色が割り当てられピッチが決定されます。こ

  Groupを" Root "に設定すると、Dimensionはモノフォニックノート2

スケーラーとしてCVを処理します。Rootの音だけが出力されます。

�32



の構成により、1つのCVとGATE/TRIGのペアだけで4つのボイスを仮
想的に演奏し、コントロールすることができます。 

VCAがアクティブでない場合、POLY MODEでのDimensionはドロー
ンオシレーターのように動作します。ポリフォニック機能の内部を
十分に楽しむために、VCAとADSRをアクティブにすることができま
す（詳しくはパッチのセクションをご覧ください）。 

A U X  M O D E S  
Dimension は、異なる出力設定モードで動作させることが可能です。
選択された Aux モードは、Dimension R/Aux 出力で利用可能なもの
に影響を及ぼします。 

以下の出力構成が選択可能です  

• Stereo （ステレオ）

• Dual output（デュアルアウトプット） 

• Mono output (L/MAIN) ＋ LFO (R) 

• Mono output (L/MAIN) + MIDI コントロールボルテージ, クロッ
ク and more on (R) 

L/AUX出力モードを選択する場合は、 以下のようにで選択します。 

CONFIG ▶ AUX ▶ AUX MODE

s t e r e o  m o d e
ステレオモードでは、LとRからステレオ・オーディオ信号が出力さ
れます。内蔵の24個のオシレーターは、コードとユニゾンの両方と
して設定でき、オシレーターをステレオ上でパンニングして、巨大な
ステレオユニゾンボイスを生成することができます。  

音色パンの設定は、ユニゾン（UNI）メニューから行います。 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d u a l  m o d e
3

デュアルモードを選択すると、Dimensionは4つのボイスのうち1つを
取り出し、R/AUXに異なる周波数で2次波形を出力するようになりま
す。デュアルモードは、SUBオシレーターを生成する場合などに特
に有効です。 

デュアル・モードでは、メイン・スクリーンが2つに分かれます。
ディスプレイの一番上の波形Aはメイン出力に、一番下の波形Bは
Aux出力に出力されます。  

NAVIGATION CONTROL

デュアルモードでは、NAVマクロがウェーブテーブルAのモーフィン
グに、AマクロがウェーブテーブルBのモーフィングに割り当てられま
す。ウェーブテーブルAのナビゲーションサイズは通常通り設定で
き、マクロコントロールBはパラレルウェーブテーブルナビゲーショ
ンに初期設定されています。 

VOICE DISTRIBUTION

4ボイスのうち1ボイスがセカンダリーオシ
レーターに使用されるため、オシレーターA
は和音やポリフォニー用に3ボイスに限定さ
れることになります。 

EDITION

Dualモードでは、エディットメニューにユニ
ゾンやフィルターなどのオシレータBのパラ
メータを編集するためのセカンダリーメニュー
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が表示されます。 

Dualモードでは、エディットメニューにユニゾンやフィルターなどの
オシレータBのパラメータを編集するためのセカンダリーメニューが
表示されます。 

＊現在のファームウェアバージョンでは、Dualモードでポリ
フォニックボイスモードを使用することはできません。この
機能は、将来のファームウェアアップデートでアンロックさ
れる予定です。 
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L F O  m o d e
LFOモードは、Dimension L/AUXのセカンダリー出力をウェーブテー
ブルLFOに変換するモードです。LFOモードは、セカンダリーオシ
レーターの周波数がオーディオレートからLFOの周波数範囲に下が
ることを除けば、デュアルモードと非常によく似ています。 

Aux 出力に LFO モードが選択された場合、A のマクロコントロール
は LFO モーフィングに割り当てられ、Tune ポテンショメーターで 
LFO レートを調整することができます。このモードでは、メニュー
に新しい LFO メニュー項目が表示されます。このメニューでは、25 
個のウェーブテーブルから 1 つを LFO にアサインすることができま
す。 

Sync パラメーターは、モジュールによって受信された MIDI クロッ
クに同期する LFO 周波数を設定することができます。同期が有効な
場合、Tune ポテンショメーターは LFO 周波数ではなく、クロック
の分周比をコントロールします。 

LFO モードでは、2 次出力波形の周期は 10 ミリ秒から 5 分までの
範囲で変化します。 

M I D I  U t i l i t y  m o d e
ファームウェアバージョン 3.0 で導入されたこのモードは、Aux 出力
を MIDI 変換ユーティリティに変えます。Dimensionは、MIDIイン
プットで受信したMIDIメッセージをAuxアウトプットに変換します。 

TYPE

タイプパラメータでは、どのようなタイプのMIDIメッセージを変換
するかを選択できます。以下のオプションが用意されています。 
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CV, Gate, Trig, CC, Bend, Wheel, Clock 

CC

CCを選択した場合、コントロールチェンジナンバーを0～119の範囲
で選択することもできます。CC選択時の出力レンジは0～8Vです。 

CLOCK

クロックが選択されると、出力が生成する4分音符あたりのパルス数
を選択することができるようになります。  

24, 12, 1, ½, ¼, 1/8, 1/16  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L O A D  WAV E TA B L E S  
ウェーブテーブルの読み込みは、素早く簡単に行えます DIMENSION
のメモリには、最大25のウェーブテーブルを保存することが可能で
す。 

LOAD A WAVETABLE

> お気に入りのウェーブテーブルが入ったマイクロSDカードを
DIMENSIONに挿入します。 

> メインメニューに入り、S Dを選択します。 

> ロードしたいウェーブテーブルのディレクトリの場所に移動し、ク
リックします。 

> ウェーブテーブルを読み込むために、25 個あるプールのメモリス
ロットの 1 つを選択します。 

これで完了です。ウェーブテーブルが128のパッチで利用できるよう
になりました！ 

WAVETABLE FORMAT

Wavetablesは、1～最大256の波形を含む.wavファイルである必要が
あります。これらのテーブル/ウェーブフォームはそれぞれ2048サン
プルで構成されています。.wavファイル形式は、16bitモノラルまた
は32bitモノラルである必要があります。 

Dimension Wavetableフォーマットは、SerumおよびVital wavetables
フォーマットと完全な互換性があります。SerumまたはVitalのウェー
ブテーブル・ライブラリを使用し、Dimension内で直接使用すること
ができます。これらのウェーブテーブルをインポートするには、
DimensionのマイクロSDカードに入れるだけです。 

CREATE YOUR OWN WAVETABLE
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Dimensionでは、ゼロからウェーブテーブルを作成することはできま
せんのでご注意ください。しかし、ほとんどのコンピュータには、
独自のウェーブテーブルを生成するための優れたツールが数多く存在
します。 

M A C R O  C O N T R O L S
Dimensionでは、マクロコントロールが非常に重要です! このマクロ
コントロールは、ウェーブテーブルの全てのパラメーターを電圧コン
トロールできるようにすることで、ウェーブテーブルのパワーを解放
します。 

DIMENSIONは3つのマクロコントロールを搭載しています。A、B、
NAVです。マクロコントロールは、コントロールポテンショメーター
とCVインプット、そしてアッテネーターで構成されています。 

�

マクロは内部パラメータに自由に割り当てることができ、1つのマク
ロで1つまたは複数のパラメータを一度に制御することができます。 
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NAV (ナビゲーション) コントロールは、デフォルトで常にメインの
ウェーブテーブルモーフィングに割り当てられています。モジュール
の構成によっては、A と B のマクロがデフォルトで割り当てられて
いることがあります。 
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A S S I N G  A  M A C R O
マクロコントロールを内部パラメータにアサインするのは簡単です。
メニューを操作して、マクロを割り当てたいパラメータを選択します。
エンコーダーを長押しすると、選択したパラメーターへのアサインメ
ニューが表示されます。 

最初の行には、そのパラメータがす
でにマクロに割り当てられているか
どうかが表示されます。パラメータ
にマクロを割り当てるには、「set」
をクリックしてください。すでに割
り当てられているパラメータを削除
するには、「reset」をクリックして
ください。 

   

パラメータを制御したいマクロを選
択します。 

マクロコントロールがパラメータに
影響を与えるレンジを、最小値で設
定します。 

最大値を設定します。マクロコント
ロールがパラメータに影響を与える
範囲を設定します。 
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パッチ内の好きなだけ多くのパラメータにマクロを割り当てること
ができます。また、リバースレンジエフェクトを割り当てることも可
能です。 
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C O N F I G  M E N U
コンフィギュレーションメニューには、次のような項目があります。
Dimensionのコンフィギュレーションに加えられた変更は、自動的に
セッション・メモリーに保存されます。SDカードからセッションが
ロードされると、セッションのコンフィギュレーションもロードさ
れます。 

PAT C H
RENAME

パッチに名前をつけることができます。 

INIT

INITボタンをクリックすると、パッチが初期化されます。 

NAVIGATION MODE

パッチのウェーブテーブルナビゲーションがスムーズにモーフィング
されるか、モーフィングなしでウェーブテーブル波形から波形にジャ
ンプするかを選択できます。 

ANTI-ALIASING 

アンチエイリアシングアルゴリズムを下げるか、あるいは完全にバイ
パスするかをここで選択することができます。もしこれを選択した
場合は、エイリアンサウンドの襲来に備えるようにしてください！！

A u x
AUX MODE

R/AUX出力機能を選択することができます。以下のオプションから
選択できます。 

Stereo, Dual, LFO, MIDI 
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Auxモードの操作については“Aux modes”の項を参照してください。 

V C A  E n v e l o p e
内蔵VCAとそのADSRエンベロープのオン／オフ切り替え 

F i l t e r
内蔵VCFとそのADSRエンベロープの有効化・無効化 

M I D I
MIDI  CHANNEL

このパラメーターが " OFF " に設定されている場合、TRIG/MIDI 入力
は論理入力として動作し、TRIG、GATES を受信します。しかし、
ChannelがMIDI Channelまたは "ALL "に設定されている場合、
Dimensionは対応するMIDIチャンネルでMidiメッセージを受信しま
す。 

PITCH BEND RANGE

MIDI Bend MIDIメッセージのレンジを1～36半音で設定します。 

P O O L
クリックすると、ウェーブテーブルプールのメモリ内容が表示されま
す。 
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S a v e / l o a d  s e s s i o n
Dimensionのメモリ全体をMicro-SDカードにバックアップするには、
saveをクリックします。保存したセッションをmicro-SDカードから
読み込むには、loadをクリックし、画面の指示に従います。 

C u s t o m i z e
DISPLAY BRIGHTNESS

ディスプレイの明るさを設定できます  

DISPLAY INFO

メインディスプレイの左下に周波数情報を表示するか、ノートチュー
ナーを表示するかを設定します。 

FINE TUNE RANGE

ファインチューンポテンショメーターのレンジを2セミトーン～3オク
ターブで設定します。 
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F I R M WA R E  U P D AT E

1 - dimension のウェブページ www.ziqal.com/support にアクセス
し、最新の Dimension ファームウェア・リリースをダウンロードし
ます。 

2 - ダウンロードしたアーカイブの内容をマイクロSDカードのルート
ディレクトリに解凍します（マイクロSDカードに他のファームウェ
アが既に存在しないことを確認します） 

3 - Dimensionの電源をオフにし、SDカードをカードリーダーに挿入
します。 

4 - エンコーダーボタンを押しながら、モジュールの電源をオンにし
ます。画面がゆっくりと点滅し始め、SDカード上のファームウェア
を検索していることを示します。画面が速く点滅し始めるか、青色
のプログレスバーが表示されたら、エンコーダを放してください。 

5 - モジュールが更新を終了するまで待ちます。終了すると、
Dimensionは自動的にリブートします。 

!!!  モジュールの完全なアップデートが完了するまで、モジュールの
電源を絶対に切らないでください。 
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